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常用漢字に対応する漢語“新字形”

　　　－　漢語話者に対する日本語漢字指導　－

上條厚

一　始　め　に

　日本語で現在一般に使用する漢字と，中華人民共和国（以下，「大陸」とする）の漢語で

一般に使用する漢字の問に違いがあることは，周知のことである。漢語話者が日本語を学習

するに際して（逆に日本語話者が漢語を学習する場合も同様であるが）そのことに注意する

必要があることも当然である。その違いは大きなことからごくわずかな点までいろいろある

が，ごくわずかの違いのものの中にも，大陸式の書き方が日本で許容される場合もあれぽ許

容されない場合もある。したがって細かい違いにまで目を向ける必要がある。

　漢字の違いは大陸におけるもののみならず，台湾人やマレーシアの華人が日常的にする書

き方の中にも，　　旧字体と新字体の違い以外のことで　　日本と違いがあるものがある。

そのことには後で少し触れるが，日本語を指導する者が日本と大陸との漢字の違いについて

わきまえていれぽ，台湾人や華人への漢字指導にも役立つであろう。日本語教育の一部分で

ある漢字指導を漢語話者に対して行うという観点から，以下に常用漢字とそれに対応する大

陸の漢語の漢字を比較する。

　日本と大陸の漢字の違いについて述べた書物・論文は数多い。入手しやすいものの中で，

よくまとめて述べられているのを挙げると次のものがある。菱沼1989a，菱沼1989b，鈴木

1989，大原1989，遠藤1986，香坂1971。菱沼1989a，鈴木1989は日本語教育に関わることを

述べている。日本語教育に関しては富田1965，林1963もあるが，問題点を指摘しただけのも

のである。

　さてここに挙げた書物・論文は，字体に関する違いを全て尽くしているわけではない。細

かい点で述べていないことがある。本稿では，それらに書かれていない微細な違いにも触れ

ることにする。日本語指導者にとっても学習者にとっても，違いを十分に認識しておくこと

は重要なことである。筆者な：りにまとめたものを以下に述べる。

　大原1989，菱沼1989b，『中日辞典』（商務印書館・小学館）によると，現在大陸で通用し

ている漢字の字体は，1964年に発表の『印刷通用漢字字形表』によっており，その字体は

「新字形」と呼ばれているということである。「新字形」の中には簡略されて出来た簡体字

が含まれるのはもちろんのこと，簡略されなかった字体も含まれているわけである。本稿に

おいてもその語を用い，“新字形”と表記することにする。筆者は『印刷通用漢字字形表』

を未見なので，“新字形”について『新華字典』を拠り所とし，『現代漢語詞典』等の辞典を

参考とする。『新華字典』は小型字典で，最も普及したものである。本稿での常用漢字との

比較に際して参照した版は，1989年第6版第2欄，日本の東方書店発行のものである。
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　日本の常用漢字の字体は，1981年，国語審議会答申を受けて内閣から告示された「常用漢

字表」に基づいている。本稿で比較に際して参照したのは，『常用漢字表』（大蔵省印刷局

1981年三刷）である。

　本稿では字体に関することを中心に述べる。意味に関して述べることも必要であるが，制

約もあり，それは最小限に留める。

二　本 ム
冊

曇
一
口

1。　常用漢字で漢語の漢字にないもの（国字）（7字）

　日本の国字は，漢語にはなくても当然である。ただし常用漢字の国字で，畑だけは『新華

字典』に，畑tia11とあり，日本の姓名用字と説明されている。これは例外的なことである。

国字の中で漢語に輸入された有名なものとして，腺xianがあるが，これは常用漢字には入

っていない。常用漢字の国字を挙げると次のとおりである。（「常用漢字表」での提出順。漢

字を一覧で挙げる場合，以下においても同じ）

　　込働峠畑下学枠

　この中で働については，注意しておくべきである。労働は漢語では労助（繁体字では勢

動）であり，字に違いがある。

2。常用漢字で漢語の漢字に対応するもの

2．1明朝体が同じもの（692字）

　『新華字典』「常用漢字表」は，いずれも明朝体で示されている。したがって明朝体にお

いての異同を比較する。ここでは手書きにおいて許容されるような，細かい違いまで見る。

　『新華字典』『現代漢語詞典』や日本で発行されている現代漢語の辞典は，字体が微細な

点まで同じになっている（『印刷通用漢字字形表』に基づいて，そのとおりに作っているか

らと思われる）。また日本語の活字は，数ある中には微細な点での違いは見られるものの，

「常用漢字表」（以前においては「当用漢字字体表」）が大本の基準となっている。そこで

『新華字典』の“新字体”と「常用漢字表」の字体の違いを徹底的に比較してみることは意

義のあることである。なお以後において常用漢字という語を使う場合，「常用漢字表」の字

体を指すことがある。

　では両者の細かい点での違いとしてどんなものがあるか。線を縦に引いてから斜め右上に

はねるものは，常用漢字では｝，“新字形”ではレである。なべぶたは常用漢字⊥，“新字

形”ふである。これらは手書きとの関連で見ればどうでもよい性格のものである。日本の明

朝体のLは手書きの場合にはそのように書かず，「し」のようにするのが普通である。筆で

書く場合には「レ」のようにもなろうが。これは明朝体と手書きとが相当に違っている例で

ある。なべぶたは手書きでは「山」「山」どちらで書いてもよい。常用漢字と“新字形”の

この違いは，手書きの違いが別々に反映されたものと見るべきである。細かい点の違いには

こうしたものがあるが，詳しくは次の項で見る。

　こうした違いを検討した上で，なおかつ明朝体として同じと判断できるものを挙げると，

次のとおりである。

　　胃尉厨子七一志野羽雨永泳興野易悦援王二四四四奥横町卸恩温下火加可何佳平河科架夏

　　荷下歌里介回快戒怪界械涯街垣三四格学潟括帯且株刈干刊甘汗肝冠鳩患款感憾丸尽四隅
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　　希忌汽奇季起基喜四壁技欺疑菊吉常久丘旧休求急剛球牛居虚御子狂供野寄恐恭教凝曲局

　　野営均近金野筋禁句手下特等隅君郡群罪刑形菅平憩平削犬件昏絶兼生平遣元原源己古呼

　　固故枯湖鼓弓午下口工三野四光向三江行孝攻三斜拘肯侯厚恒洪皇香候耕黄硬衡合克告谷

　　国左佐再栽彩干菜在材作三二策札旧邸三散算士子支止仕史矢旨死伺志使刺枝肢思指脂嗣

　　示寺三界事侍壁式早早三哲者三斜煮勺尺借若手主朱門殊珠受授需儒州周早秋愁十汁住柔

　　即発淑旬巡陽解循暑弁解叙徐除小智召肖尚招承平昭消鍬下掌晶硝照上丈掌状城常情着色

　　聖心申即身侵津浸森人仁尽呪水吹垂炊遂睡随据杉寸是井野生成声制征性青政星牲逝清盛

　　晴明静整税夕斥石赤昔析中事発呼舌千川占先泉町染栓潜下前善然阻租措粗双壮早争走相

　　草送肝管早臥遭雪下燥霜雪造東平促息速俗属存村他多打堕惰太体耐待逮替大代第車拓但

　　上棚丹担肝腎下院暖地池知竹逐秩門中仲虫忠抽注昼柱著丁田挑眺朝超跳筆下珍朕追物坪

　　出廷弟堤提含泥薄日哲典点田均吐弓勢都土工冬灯当三図桃党悼一回絶巧野州筒野牛洞胴

　　堂道特得病間凸届町内南二堅肉日回暦今年粘燃地回破杯三白伯早雪迫麦子下箱導出下半

　　犯帆伴班畔野卑皮否彼披肥馬尾美必泌百票漂苗描現品不回雪付布扶興野赴浮野普武野伏

　　服副幅腹甲野物粉子下平聖柄弊米噸便保捕病母募墓野暮邦某暴膨北木牛牧本特筆凡盆枚

　　埋幕膜又末方万慢漫下味矛名町明雪面下膨三門猛目野厄早筆学友有悠予余目羊洋半川欲

　　翼来雷昏乱吏利里理学律略了解量僚力林厘事例野守路露老漏十干

　据は，漢語では嫁の簡体字として使われるが，嫁は日本の新字体では，拠であり，別の字

である。さて漢語にも，簡体字ではない据の字がもともとあるが，その意味は「手が仕事で

疲れる」（『熊野中国語大辞典』）であり，これは日本語の「据える」と意味上の関連が薄い。

菱沼1989aは「日本の『据』は中国には対応する符号がなく国字に近い」としている。ただ

し本稿では，漢語にあるものであるから，漢語の漢字として扱っておく。

　机は漢語では機の簡体字として使われる。ただし簡体字でない机も，もともと漢語にある。

　卓は漢語では，高い，優れた，の意味でのみ用いる。漢語で机の意味を表すのは菓である。

　北については，明朝体では問題がないが，手書きにおいては日本と大陸で違いがある。日

本では「北」のように書くのが一般的であるが，大陸では手書きでも明朝体と同じに「北」

と書く。字の中に北を含んだ背・乗（“新字形”は日本の旧字体と同じ）も同様に書く。大

陸からの留学生に確かめたところ，全員が同じ答えであった。では大陸以外の漢語ではどう

か。台湾人留学生4人と，中華系マレーシア人留学生9人に，北の書き方を尋ねた結果では，

次のようになった。日本と同じ人，台湾人2人，マレーシア人4人であり，他の人は皆

「北」のように書くということであった。r北」リヒ」のように書いても日本で通用はする

が，違いに注意しておくべきであろう。

2．2明朝体に違いがあるが手書きでは問題とならないもの（440字）

　前項で明朝体での違いに触れた。違いを2種類に分けて次に挙げる。

　明朝体では違うが手書きが同じになるものは，次のとおりである。上段が違いの例。下段

は漢字例。左側，常用漢字，右側，“新字形”。（対照させて挙げる場合は，以下同じ）

　　　L一レ　　ルーム　　L－L　　亥一名　　当一畠

　　　氏一撃　　去一階　　山一山　　幻一戸　　系一系

　これらはいずれも斜めまたは直角に折り曲げ，その部分を続けて書くものである。

　次に手書き上の違いが常用漢字と“新字形”で，明朝体に別々に反映されていると見るべ
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きのものは，

　①　山一山

　　　文一文

　　　ノ、一ノし

　　　沿一二

　　②　今一今

　　　二一含

　　　佳一佳

　　　集一集

　　③　寿一寿

　　④　身一易

　　　二一射

　　⑤　二一狸

　　　曜一二

次のとおりである。

、
因
ヒ
化
令
冷

｝
　
｝
　
｝
　
一
　
皿
　
｝

、
因
ヒ
化
令
二

人
耳
取

｝
　
【
　
｝

入
耳
取

」
亡
ノ
判
・
戸
肩

皿
　
皿
　
｝
　
一
　
皿
　
｝

し
亡
i
判
二
二

し
塑
レ
派
非
二

一
　
｝
　
皿
　
｝
　
皿
　
皿

」
望
一
二
二
悲

司｝二
二
ホ
条

｝
　
｝
　
『

耳
木
条

レ
改
5
考
舟
船

｝
　
｝
　
【
　
　
　
皿
　
一

し
改
ヲ
考
舟
船

ノし」一一ノ、　　　　ノし一几

空一空　　没一山

天一天　　二一凶

蚕一二　　胸一嘗

①は字の一部分としての場合である。山での点は’㌔ネ等の場合も同様である。②はそれ

だけで字となり，また別の字の部分ともなる場合である。ただし佳は常用漢字ではない。凶

は縦の線の長さの違いである。③はこの字のみについてこうなるものである。“新字形”の

寿は他の字の部分ともなるが，常用漢字には寿を部分として含んだものがない。耳耳は他

の字の部分となるときは④のようになる。司　司は1画目の横の長さだけの問題である。伺

のように他の字の部分となった場合には目立たないので，常用漢字と同じとした。④はそれ

だけで字となれるものが，別の字の部分となる場合である。木は他には，新一新などの場合

に上記のようになる。

　以上のことが一字の中で幾つか該当する場合もある。これらのことを検討した上で，手書

きで問題とならない違いと判断されるものは，次のとおりである。“新字形”は省略して挙

げる。

　、哀三二三二暗衣位医依委威意育引因姻院宇影疫益液越沿炎宴猿演欧殴翁屋音化花家嫁靴

　　寡稼二会改皆外二三郭岳完二三寒堪棺管含岸岩眼祈寄旗宜却客脚逆及弓吸朽究泣去凶京

　　享峡胸境仰琴三吟三管屈掘系景携警迎激穴肩嫌幻玄言弦限戸雇互公巧交好考坑抗荒郊校

　　航高康三二酵三号三二刻酷今困昆恨根婚混生唆座妻宰最裁催罪崎索酢察撮擦山参蚕惨酸

　　氏三四三二私始祉姿施紫雌字耳治滋慈辞磁室疾芝社射遮蛇酌爵弱寂守取狩酒趣寿囚舟秀

　　宗就集酬充祝宿塾熟出俊准遵初庶女如序匠床松宵症祥商章焦彰障礁条食辱辛信神唇娠振

　　深寝新震薪甚衰推枢崇数回西姓婿誓席切回窃接仙三三旋船祖忌塑装即族卒三尊妥怠胎退

　　袋台宅濯探淡端二三痴稚畜蓄窒嫡宙衷痛定亭帝三二艇摘滴三二天工展殿二三努度怒投到

　　倒透陶三二匿入妊念能派婆二三配排倍培三二舶判般搬比妃批非疲被悲扉避匹表俵病府富

　　腐部福三下壁癖偏遍三芳宝放法峰崩褒亡乏忙坊妨忘防房肪剖望傍没堀麻摩磨妹岬密妙民

　　眠娘迷妄乙夜役唯幽裕雄三二要容庸三二三二翌裸酪三二立柳二三粒硫旅二三寮累令礼冷

　　零裂干炉郎朗回廊三六腕

　以上の中で炎は，上の火の右払いについて，「常用漢字表」では　　放す，となっている

のに対し，“新字形”は　　止める，となっている。その違いである。淡など炎を含む他の
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字も同様である。因については，恩のように別の字の一部となったときには，常用漢字も

“新字形”も右払いを止めるので，その場合には同じとなる。

　猿はしの違いがあるためにここの一覧に入っている。“新字形”でもそこをはねるが，常

用漢字ではねていることは注目すべきである。衰を字に含む常用漢字でそこをはねているの

は，猿だけである。派・旅を含めて衣の形を含んだ常用漢字で下をはねているのは猿だけで

ある。

　しの形を含んだ字でここの一覧に出ていないものがあるが，それは後で扱う中に入ってい

る。

　上掲の中で，扱は『新華字典』『現代漢語詞典』いずれにも載っていない。その字体につ

いては『三門　修訂本1－4』によって見た。『僻源　修訂本1　4』は罪体字で印刷され

ているが，旧来の日本と同じ形式の明朝体ではなく，細かい点でのやり方を『新華字典』

『現代漢語詞典』と同じようにしているものである。

　堀は，『現代漢語二二』には載っているが，『新華字典』には載っていない。扱や堀は，漢

語ではめつたに使われないもののようである。菱沼1989aは扱について「現代中国語ではま

体の一つであるもの，およびそれに準ずるもの（108字）

見た手書きで問題にならない違いについて，違いとは扱わな

」としたのは，一つの漢字について旧字体が一つだけとは限らな

は旧字体として強と強の両方があり，窓の旧字体は，窓・窩・窓の

体であるものを，分類した上で以下に挙げる。同類をまとめ，そ

の提出順とする。（以下でも同じ）

　缶一三　　三一鉄　　効一二　　二一救　　窓一点　　覇一霧

敏
喝
虐
抱
酔
刀
博
三

一
　
一
　
　
　
一
　
「
　
皿
　
一
　
｝

三
三
四
丁
酔
刃
博
鼻

繁
糖
戻
包
丁
壌
徳
万

一
　
一
　
｝
　
｝
　
皿
　
一
　
【
　
一

繁
糖
四
丁
粋
三
徳
野

梅
窟
突
港
埣
剰
町
版

【
　
『
　
｝
　
　
　
｝
　
皿
　
｝
　
皿

梅
唐
突
港
砕
剰
町
版

毒
契
臭
穗
警
乗
藏
板
隆
碑
叫
①
が
述

｝
　
皿
　
　
　
｝
　
｝
　
｝
　
皿
　
【
　
…

二
丁
臭
穂
黙
乗
蔵
板
隆
碑
叫
る
旧
い

海
一
割
三
二
墨
型
縦
果
坂
菌
μ
卑
舞
合
の
体

一
　
｝
　
皿
　
｝
　
皿
　
｝
　
『
　
｝
　
』

海
門
器
恵
墨
所
巣
坂
勇
卑
舞
る
字
旧

　
　
形
乱
熾
の
二
字
で
　
　
。

字
4
じ
励
d
も
い
旧
項
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
本

る
二
三
佛
悔
四
丁
二
黒
牧
揺
簿
帽
免
降
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｝
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一
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で
四
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三
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二
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帽
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　　免一免　　・卑一図　　碑一門　　延一延　　臣一臣　　芽一芽

　　降一降　　舞一舞　　叫一叫　　孤一括　　弧一丁

相当に違っている場合である。①以外は違いが少しの場合である。

数が同じか，旧字体の方が画数が少し多いものである。③は旧字体

ある。この中の旧字体について述べると，晩以下の5字は，四角の
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中の縦線とその下の左払いを続けて書くもの，延以下の10字は，縦線から横線に続く部分を

1画で書くものである。

　次に“新字形”が旧字体の明朝体と少し違ってはいるが，それでも旧字体であるもの，ま

たそれに準ずると言えるものを挙げる。新字体，旧字体，“新字形”の順。

　④　二一潰一渓　　瞬一瞬一瞬　　稲一稻一二　　二一三一僧　　増一増一増

　　　憎一檜一二　　二一抜一二　　陥一陥一二

　⑤　二一逸一逸　　返一返一返

　⑥三一慨・二一慨　概一概・概一概　三一既・既一既

　④については，旧字体の明朝体は上記のとおりであるが，手書きのときには上掲の“新字

形”のような書き方で書くことが多かったものである。この手書きの形も旧字体と考えるべ

きである。⑤はしんにょうの部分で違いがある。しんにょうは明朝体と手書きとが違ってい

るものである。明朝体においてそれぞれに違いがあっても，手書きにおいては同じになる。

“新字形”のような形も旧字体と考えるべきである。⑥の新字体と“新字形”の違いは，先

の部分の縦線から横線に続くところを，“新字形”では1画に書くことである。これは旧字

体のやり方と同じである。これらの旧字体の明朝体は上記のとおりであるが，手書きのとき

には“新字形”と同じように書くこともあった。したがってこれは，旧字体とは言えないと

しても，それに準ずるものと言うべきである。なお旧字体は現在でも日本で通用すると考え

るべきものである。

2．4　ここまでに末出で常用漢字と“新字形”に少し違いがあるもの

2。4。1　日本でも通用すると判断するもの（20字）

　通用するとしたのは筆者の判断である。常用漢字と“新字形”を対照させて挙げると，次

のとおりである。

　　　拐一二　　別一別　　二一解　　角一角　　触一触　　券一券　　春一春　　奏一奏

　　　泰一泰　　奉一二　　俸一三　　棒一棒　　巻一巻　　三一圏　　査一丁　　真一真

　　　慎一慎　　添一二　　二一屯　　与一・与

　このうち巻と圏は2個所で違いがある。添と屯は上側の画をどう書くかの違いである。こ

れは風の中の虫の上の画をどう書くかという違いと同じだと考えれば，手書き上の違いとい

うことになるが，違いがきわだったものであるので，ここに挙げた。さてこれらの“新字

形”は，同様の書き方が日本でもされた（あるいはされている）ものである。したがって日

本でも通用すると筆者は判断する。ただしそれが試験で正答とされるかどうかは，別問題で

ある。

　なお春の書き方について，前出の4人の台湾人と9人のマレーシア人にした質問では，全

員が大陸と同じ書き方という答えであった。ただし台湾の出版物では，明朝体は日本と同じ，

楷書体の活字で散見するものでは，大陸と同じになっている。大陸では前出の右体字による

『二二　修訂本1－4』の活字においても，“新字形”と同じになっている。

2。4．2　日本では通用しない違いのもの（67字）

　これについて次の二つに分類して挙げる。ただしこの二つは程度の違いであり，境界がは

っきりしているおけではない。

　違いの目立たないもの
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瓶
魅
述
蛮

皿
　
｝
　
㎜
　
｝

瓶
魅
三
三

似
魔
晶
晶

一
　
｝
　
｝
　
皿

似
魔
修
反

以
魂
写
称

皿
　
｝
　
｝
　
｝

三
三
旧
称
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乱
丁
劣

一
　
｝
　
一

鬼
才
劣

距
着
三

一
　
皿
　
｝

距
着
秒

拒
差
省

皿
　
｝
　
｝

証
言
省

巨
像
抄
湾

｝
　
｝
　
｝
　
【

巨
像
二
三

印
象
少
恋

｝
　
一
　
皿
　
一

印
象
少
恋

　以を含めた最初の四つは，縦の線から斜めあるいは横の線に移る所を，常用漢字では一旦

離して2画に書くが，“新字形”では1画に続けるものである。鬼以下の八つは，縦の線と

左払いの所を，常用漢字では続けないが，“新字形”では続けるものである。少以下の四つ

は，縦線を常用漢字でははねるが，“新字形”ははねないものである。蛮以下の三つも，は

ねるかはねないかの違いである。反は1画目をどう書くかの違いである。反を字の一回分と

して含む坂・板・版・返・販・飯については反を反とした形での旧字体の使用例が見られる

が，反だけの場合には明朝体ではそうしたものが見当たらない。手書きでは見られないこと

もないが，普通ではない。

　違いの分かりやすいもの

圧
骨
涼
禅
廉

一
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一
　
一
　
｝

圧
骨
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禅
底
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況
植
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逸
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皿
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皿
　
『
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植
対
辺

穏
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歩
弾
邸
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｝
　
一
　
一
　
｝

穏
敢
歩
弾
邸

下
平
渉
単
撫

一
　
｝
　
皿
　
｝
　
…

隠
髄
渉
単
抵

融
浄
置
斤

｝
　
一
　
｝
　
一

融
浄
置
庁

隔
二
値
滞
揺

一
　
一
　
『
　
一
　
｝

隔
減
値
滞
揺

画
決
殖
帯
変

皿
　
皿
　
皿
　
【
　
一

画
学
殖
帯
変

滑
下
直
低

｝
　
一
　
一
　
一

滑
沖
直
低

　この中で髄については，骨の部分を変えただけだと旧字体になるものであるから，その点

の注意も必要である。揺については，違いを見落としやすいが，ノがあるかないかである。

　字として正確なものとなるためには，一画一画が重要である。また許容できる部分と許容

できない部分がある。ここに挙げた“新字形”は日本では通用しないと考える。

2。5　常用漢字と“新字形”が大幅に違うもの

　それ相応の書き換えが必要である。以下において簡体字を常用漢字に変換する方式を考え

るが，それは全て常用漢字の範囲内で考える。常用漢字以外をも扱う場合には以下とは別の

ことも考えられることを断っておく。

2。5。1　“新字形”の構成部分を方式に従って一律変換すれぽ常用漢字が得られるもの

（281字）

　以下のものがそうである。→のように変換すれぽよい。下線があるのは重出であり，2回

変える必要のあるものである。

　　う→言　課該記議此許訓計謙語誤記詐詞試二二諸富詔証二二二二設説訴諾二二訂討二二

　　　　　　評言訪謀訳諭二品話

　　乍㊥食　飲餓二二飼飾　　　　→広　拡広　　　口→門　閲急心閑簡二二聞閉門間

　　多→糸　維緯絵緩二級給繰経継結絹紅絞綱紺細高温縦縮緒紹気心絶繕組二心統納二二縫

　　　　　　紡綿紋約絡緑

　　島→馬　駅騎駆験駐篤馬　　　文→義　義儀議　　　易→易　場腸湯揚

　　事→章　偉違盤　　　：牟→車　較三訂三軍軽軒二三二軸三二三二輩三輪連

　　奥→貝　遺三二賀貝貫慣二三貢鎖債財資賜賞責猿三二測賊損貸賃潰三二四二費三山三二

　　　　　　憤貿賄
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見
回
山
鳥
斐
三
三
呉
三
三

↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓

児
杁
合
島
三
三
弄
昊
金
奨

覚寛規見現視　　　力⑭為　為偽　　　収→叡　緊堅緊　　　図→岡　鯉鋼剛

三面　　　念→倉　倉創　　　臥→隊　隊墜　　　長吋長　長弓張脹

倫三論　　　全→金　鋭鉛鏡銀鍾鎧錯銃錠針錘銭銑鍛鋳釣鉄銅鉢銘鈴

鳥鳴　　　畢→尺　血温三沢訟　　　蚤婦蚤　径茎騒騒

桟無二践縫　　　京吻東　陳東凍棟　　　劣唖務　務霧

額頑顔弓項順題頂煩頒預領

橋矯　　　芥→斉　済剤斉

虞二品謹　　　禺→局　渦禍

倹剣高検験　　　両吋両　満両

1癒三二　　　征→徴　徴懲

亜→亜　亜悪

茜→函　悩脳

　英→奥　喚換

　　歯→歯　歯齢

昌→呂　宮

表→農　三遍

　莞→尭　暁焼

　　色→魚　魚漁鯨鮮

　征は常用漢字にある字である。“新字形”の征は，常用漢字では征・徴の両方に当たるわけ

である。こうした1対2の対応を持つものは他にもあるが，ここでは触れない。

2。5．2前項に準じて考えればよいもの（101字）

　次のものは構成部分を一律に変換するのではなく，一部分の字においてのみ変換するもの

である。例えば，乙の変換については，乙という“新字形”の字は常用漢字の意に対応する

わけではないから，それは変換しない。他の該当する侃・慣だけを変換する。なお以下で，

又・不・才は二つのものに対応している。また波線のものは前項での変換と組み合わせてす

るものである。
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　頼一頼一頼　　贈一贈一贈　　飯一飯一飯　　飽一飽一砲

前項の変換方式で変換しただけの場合，旧字体の明朝体と少し違うもの

は，同じ部分を含んだ別の字についてすでに述べた。しょくへんは旧字

あるが，手書きのときには食のようにするのが普通であった。その書き

べきである。頼の右側部分の旧字体の明朝体は員であるが，手書きでは

た。これは旧字体に準ずるものと考えるべきである。

式で変換した場合，常用漢字と少し違いがあるものになる場合である。

一円　　騒一騒　　単一駄　　鎮一鎮　　騰一拳　　頻一頻　　謡一揺

常用漢字にはない点が一つある。また旧字体の騒より点が一つ少ない。

れらは注意が必要である。他のものについては，同じ部分を含んだ別の

べき点をすでに述べた。

に別の構成要素等を加える必要があるもの（67字）

成要素等を加えれば常用漢字になるもの

の違いに関わる細かい点は，自動的に変えるものとして考える。
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下等を加えさらに改編が必要なもの。

　謄一誉獣～善薫一団 電一

し，他の部分を変える必要があるもの（！15字）
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は“新字形”からさらに省いた形である。なお“新字形”の中に浜と同形の

の意味である。
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　弁は“新字形”の亦と混同して用いられることがあり，「合弁」「買弁」がその例であるが，

本来別のものである。

三　終わりに

　以上のように整理をした上で漢語話者の学生に対処すれぽ，より効果的な指導ができるで

あろう。

　さて本稿で春などの字の違いについても述べたが，そういうことは前掲の参考文献のいず

れも言及していない。『中日大辞典』（愛知大直中日大辞典編纂処編・大修館書店1968年初版，

1988年増訂第二版）は巻末に「日中字形対照表」を載せている。この種の対照としては最大

のものであろう。その中に春の字形と関係あるものとしては巻・圏が載っているが，春は出

ていない。巻・圏が出ているのは臨の違いを示すためのように思われる。

　春の字の右払いの画をどこから書き始めるかについては，日本の学校ではよく指導されて

いることである。漢語話者の留学生の中には「春」のように書く人もいる。そうした書き方

に日本人はどうしても違和感を覚えるであろう。逆に日本語のような書き方に，漢語話者は

違和感を覚えているかもしれない。

　漢字の違いをよくわきまえた上での指導は重要である。
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